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法
律
学
か
ら
見
た「
貨
幣
と
は
何
か
」（
二
）
―
―
「
お
か
ね
」の
法
理
論
的
考
察
―
―
鷹
巣
信
孝
一
は
じ
め
に
二
経
済
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
生
成
と
生
成
し
た
貨
幣
の
論
理
構
造
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
八
巻
六
号
三
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
論
理
構
造
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
号
四
貨
幣
媒
体
に
対
す
る
権
利
と
貨
幣
媒
体
が
表
彰
し
て
い
る
権
利
五
む
す
び
三
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
論
理
構
造
一
前
章
で
述
べ
た
経
済
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
論
理
構
造
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
用
い
た
の
と
同
じ
方
法
論
を
使
っ
て
、
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
存
在
構
造
を
論
理
的
に
分
析
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
本
質
は
、
一
般
的
・
抽
象
的
な
債
権（
万
能
債
権
）で
あ
る
。
つ
ま
り
、
市
場
に
出
さ
れ
て
い
る
商
品（
財
貨
・
サ
ー
ビ
ス
）の
中
か
ら
、
自
分
が
必
要
と
す
る
も
の
、
自
分
が
欲
し
い
と
思
う
も
の
の
持
主
と
の
間
で
契
約
が
成
立
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
給
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
権
利
で
あ
る
。
契
約
が
成
立
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
債
権
に
で
も
変
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
身
体
を
構
成
す
る
全
て
の
細
胞
に
分
化
す
る
能
力
を
持
つ
万
能
細
胞
と
似
て
い
る
の
で
、
万
能
債
権
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
65
こ
れ
は
、
経
済
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
本
質
が
、
あ
ら
ゆ
る
商
品
と
の
交
換
能
力
・
購
買
能
力
で
あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
経
済
学
者
が「
貨
幣
は
す
べ
て
の
商
品
に
対
す
る
交
換
請
求
力
を
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
社
会
的
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
」と
説
く
（
四
二
）場
合
の
、「
全
商
品
に
対
す
る
交
換
請
求
力
」こ
そ
は
、
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
本
質
を
な
す
一
般
的
・
抽
象
的
な
債
権
と
し
て
の
万
能
債
権
に
他
な
ら
な
い
。
勿
論
、
商
品
の
持
主
と
の
間
に
売
買
契
約
な
ど
が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
商
品
の
給
付
を
請
求
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
貨
幣
の
本
質
を
成
す
給
付
請
求
権
は
、
売
買
契
約
な
ど
が
成
立
し
た
後
に
発
生
す
る
、
特
定
の
相
手
方（
債
務
者
）に
対
し
て
一
定
の
給
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
有
因
の
具
体
的
な
債
権
で
は
な
く
、
契
約
が
成
立
し
さ
え
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
商
品
の
給
付
で
も
請
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
、
一
般
的
・
抽
象
的
で
無
因
の
、
対
世
的
な
債
権（
万
能
債
権
）で
あ
る
。
末
川
博
士
が
言
わ
れ
る
価
値
請
求
権
・
財
産
請
求
権
（
四
三
）は
、
私
見
に
言
う
一
般
的
・
抽
象
的
な
債
権
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
因
に
、
わ
が
国
の
経
済
学
者
の
中
に
は
、
商
品
貨
幣
説
で
は
な
く
、
ク
ナ
ッ
プ
の
貨
幣
国
定
説
を
支
持
し
た
上
で
、
貨
幣
の
本
質
を
抽
象
性
・
債
務
性
に
求
め
（
四
四
）、
鋳
貨
は
国
家
の
債
務
あ
る
い
は
債
務
証
書
で
あ
っ
た
（
四
五
）と
す
る
見
解
が
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
銀
行
券
は
日
本
銀
行
の
紛
れ
も
な
い
債
務
と
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
り
（
四
六
）、
米
国
の
連
邦
準
備
券
は
米
国
政
府
の
債
務
で
あ
り
（
四
七
）、
不
換
銀
行
券
も
発
券
銀
行
の
負
債
（
四
八
）と
す
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
金
本
位
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
ド
ル
と
金
と
の
交
換
も
停
止
さ
れ
て
い
る
現
在
、
連
邦
準
備
券
や
不
換
銀
行
券
は
金
や
金
貨
（
あ
る
い
は
金
為
替
）と
交
換
す
る
債
務
を
負
担
す
る
意
思
を
表
示
し
て
い
る
証
券
で
は
な
い
（
四
九
）。
不
換
紙
幣
や
不
換
銀
行
券
の
所
持
人
は
、
政
府
や
中
央
銀
行
に
対
す
る
債
権
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、市
場
の
参
加
者
に
対
す
る
債
権
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、「
債
務
」と
か「
負
債
」と
い
う
概
念
は
、
政
府
内
部
や
発
券
銀
行
内
部
に
お
け
る
会
計
処
理
上
の
概
念
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
（
五
〇
）。
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注（
四
二
）
勝
村
・
注（
三
三
）六
三
頁
。
（
四
三
）
末
川
・
注（
七
）論
文
集
Ⅳ
二
七
七
頁
。
（
四
四
）
楊
枝
嗣
朗「
貨
幣
論
の
再
生
―
貨
幣
の
抽
象
性
と
債
務
性
―
()上
」佐
賀
四
〇
巻
六
号（
二
〇
〇
八
年
）一
五
頁
・
二
五
頁
・
三
〇
頁
、
同「
同
()下
」佐
賀
四
一
巻
一
号（
二
〇
〇
八
年
）九
頁
・
一
七
頁
・
一
九
頁
。
（
四
五
）
楊
枝
・
注（
四
四
）佐
賀
四
〇
巻
六
号
二
三
頁
・
二
六
頁
・
二
九
頁
、
同「
貨
幣
と
は
何
か
？
―『
歴
史
の
な
か
の
貨
幣
』序
章
」佐
賀
三
九
巻
六
号（
二
〇
〇
七
年
）二
三
頁
・
二
六
頁
・
二
八
頁
。
な
お
、
楊
枝
博
士
の
貨
幣
論
は
、
楊
枝
嗣
朗
・
歴
史
の
中
の
貨
幣
―
貨
幣
と
は
何
か﹇
文
眞
堂
・
二
〇
一
二
年
﹈に
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
佐
賀
四
六
巻
三
号（
二
〇
一
三
年
）四
三
頁
以
下
に
、
川
合
研
教
授（
福
岡
大
学
）の
書
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
四
六
）
岩
野
茂
道「
ド
ル
本
位
制
の
帰
趨
」佐
賀
四
一
巻
六
号（
二
〇
〇
九
年
）一
三
一
頁
・
一
四
五
頁
。
（
四
七
）
岩
村
・
注（
一
四
）一
三
二
頁
。
な
お
、
古
市
・
注（
一
三
）金
融
研
究
一
四
巻
四
号
一
二
三
頁
注
23）
。
（
四
八
）
岩
村
・
注（
一
四
）二
三
二
頁
。
（
四
九
）
一
部
同
旨
、
古
市
・
注（
一
三
）金
融
研
究
一
四
巻
四
号
一
二
三
頁
。
（
五
〇
）
一
部
同
旨
、
岩
野
・
注（
四
六
）佐
賀
四
一
巻
六
号
一
三
一
頁
、
久
保
田
隆「
金
銭
と
は
何
か
―
マ
ネ
ー
固
有
の
法
に
関
す
る
貨
幣
論
」金
融
法
務
事
情
一
七
〇
二
号（
二
〇
〇
四
年
）一
五
頁
。
二
特
定
の
債
務
者
に
対
し
て
一
定
の
給
付
を
請
求
す
る
有
因
の
具
体
的
な
債
権
と
は
異
な
り
、
一
般
的
・
抽
象
的
で
無
因
の
対
世
的
な
債
権（
万
能
債
権
）で
あ
る
貨
幣
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
の
手
か
ら
手
へ
と
授
受
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
社
会
の
血
液
と
し
て
流
通
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
、
何
ら
か
の
媒
体
に
化
体
さ
せ
て
具
現
化
し
、
人
の
手
か
ら
手
へ（
さ
ら
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
へ
）と
授
受
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
貨
幣
単
位
や
貨
幣
媒
体
・
発
行
主
体
・
発
行
の
基
準
な
ど
を
定
め
、
貨
幣
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
我
国
に
は
、
貨
幣
制
度
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
と
し
て
、『
通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す
る
法
律（
以
下
、新
貨
幣
法
と
称
す
）』と『
日
本
銀
行
法（
以
下
、日
銀
法
と
称
す
）』が
あ
る
。
硬
貨
は
政
府
が
発
行
し（
新
貨
幣
法
四
条
一
項
）、
銀
行
券
は
日
本
銀
行
が
発
行
し
法律学から見た「貨幣とは何か」（二）
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（
日
銀
法
四
六
条
一
項
）、
日
本
銀
行
券
は
金
額
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
法
貨
と
し
て
通
用
し（
日
銀
法
四
六
条
二
項
）、
硬
貨
は
額
面
金
額
の
二
〇
倍
ま
で
は
法
貨
と
し
て
通
用
す
る（
新
貨
幣
法
七
条
）。
貨
幣
制
度
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
公
法
規
定
を
前
提
に
し
て
、
民
法
四
〇
二
条
一
項
但
書
は
、
金
銭
債
務
の
履
行
に
用
い
る
通
貨
の
種
類
を
当
事
者
が
定
め
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
通
貨
を
提
供
し
て
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
当
事
者
間
で
右
の
よ
う
な
合
意
を
な
し
て
い
な
い
場
合
に
備
え
て
、
四
〇
二
条
一
項
本
文
は
債
務
者
が
通
貨
の
種
類
を
選
択
し
て
、
金
銭
債
務
の
履
行
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
外
国
通
貨
を
用
い
て
金
銭
債
務
の
履
行
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
つ
き
、
民
法
四
〇
二
条
三
項
は
第
一
項
の
規
定
を
準
用
し
て
い
る
。
民
法
四
〇
二
条
に
い
う「
通
貨
」と
は
、
新
貨
幣
法
や
日
銀
法
に
い
う「
法
貨
」を
指
し
て
お
り
、
日
本
国
内
で
強
制
通
用
力
を
有
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
貨
幣
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
強
制
的
な
通
用
限
度
を
越
え
る
硬
貨（
補
助
貨
幣
）、
お
よ
び
日
本
国
内
で
は
強
制
通
用
力
の
及
ば
な
い
外
国
通
貨
は
、「
自
由
貨
幣
」と
し
て「
法
貨
」と
は
区
別
さ
れ
、
当
事
者
の
合
意
の
下
に
金
銭
債
務
の
履
行
に
利
用
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
五
一
）。
こ
の
よ
う
な
説
明
を
読
む
と
、
次
の
よ
う
な
事
態
が
展
開
さ
れ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
強
制
通
用
力
の
あ
る「
法
貨
」を
債
務
者
が
提
供
す
る
と
金
銭
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
と
な
り（
民
四
一
五
条
。
案
四
一
五
条
一
項
）
（
五
一
ａ
）、
履
行
遅
滞
の
責
を
免
れ
る（
民
四
九
二
条
）反
面
、
債
権
者
が
受
領
を
拒
む
と
受
領
遅
滞
の
責
（
五
二
）を
負
わ
さ
れ
る（
民
四
一
三
条
。
案
四
一
三
条
二
項
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
強
制
通
用
力
の
な
い「
自
由
貨
幣
」に
つ
い
て
は
、
債
権
者
が
受
領
を
拒
絶
し
て
も
、
受
領
遅
滞
に
は
陥
ら
な
い
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
一
円
玉
は
二
〇
円
ま
で
し
か
強
制
通
用
力
が
な
い
の
に
、
一
万
円
の
支
払
い
に
一
円
玉
を
一
万
枚
、
提
供
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
受
領
を
拒
絶
し
て
も
受
領
遅
滞
に
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
右
の
印
象
を
強
化
す
る
。
し
か
し
、「
自
由
貨
幣
」に
は
強
制
通
用
力
が
な
い
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
も
受
領
を
拒
絶
し
て
も
受
領
遅
滞
に
な
ら
な
い
の
で
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は
な
い
。
当
事
者
間
に
お
い
て
、「
自
由
貨
幣
」に
よ
っ
て
履
行
す
る
と
い
う
合
意
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
債
務
者
は
決
め
ら
れ
た「
自
由
貨
幣
」を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
債
権
者
は
、
そ
れ
を
受
領
し
な
け
れ
ば
受
領
遅
滞
に
陥
る
の
で
あ
る
。
先
の
一
円
玉
を
一
万
枚
、
提
供
し
た
例
に
お
い
て
、
小
売
店
の
釣
銭
と
し
て
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
当
事
者
が
そ
の
よ
う
な
合
意
を
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
一
円
玉
に
よ
る
履
行
こ
そ
債
務
の
本
旨
に
従
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
右
の
よ
う
な
必
要
性
が
な
く
、
特
段
の
合
意
も
な
い
の
に
、
債
務
者
が
勝
手
に
一
円
玉
を
一
万
枚
、
持
参
し
て
も
、
そ
れ
は
債
務
の
本
旨
に
適
っ
た
履
行
の
提
供
と
は
い
え
ず
、
債
権
者
は
受
領
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
要
す
る
に
、
法
貨
で
あ
れ
自
由
貨
幣
で
あ
れ
、
ど
の
よ
う
な
貨
幣
媒
体
を
用
い
て
金
銭
債
務
を
履
行
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
ず
当
事
者
の
合
意（
さ
ら
に
は
取
引
慣
行
）が
基
準
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
貨
で
あ
れ
自
由
貨
幣
で
あ
れ
、
さ
ら
に
は
地
域
通
貨
や
デ
ジ
タ
ル
・
マ
ネ
ー
で
あ
れ
、
当
事
者
が
決
め
た
貨
幣
媒
体
を
債
務
額
に
相
当
す
る
分
だ
け
提
供
す
れ
ば
、
債
務
の
本
旨
に
従
っ
て
履
行
を
し
た
こ
と
に
な
り
、
履
行
遅
滞
の
責
を
免
れ
る
反
面
、
債
権
者
が
受
領
を
拒
め
ば
受
領
遅
滞
に
陥
り
、
債
務
者
は
供
託
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
債
務
を
免
れ
る（
民
四
九
四
条
以
下
）。
民
法
四
〇
二
条
は
、
当
事
者
間
に
右
の
よ
う
な
合
意
が
な
い
場
合
の
補
充
規
定
で
あ
り
、
任
意
規
定
で
あ
る
（
五
三
）。
注（
五
一
）
山
下
・
注（
一
四
）注
民
⑽
一
三
七
頁
以
下
、
山
下＝
安
井
・
注（
一
四
）新
注
民
⑽
Ｉ
三
二
八
頁
。
（
五
一
ａ
）
案
〇
〇
〇
条
は
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
指
す
。http://w
w
w
.m
o j.go.P/M
IN
JI/m
inji07_00175.htm
l『
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
文
』参
照
。
（
五
二
）
受
領
遅
滞
の
要
件
・
効
果
に
つ
い
て
は
、
奥
田
昌
道
・
注（
一
四
）注
民
⑽
二
四
八
頁
以
下
、
奥
田
昌
道＝
潮
見
佳
男
・
注（
一
四
）新
注
民
⑽
Ⅰ
五
一
六
頁
以
下
。
民
法
四
一
三
条
の
受
領
遅
滞
の
要
件
・
効
果
に
関
す
る
学
説
を
概
観
し
た
論
稿
と
し
て
、
新
田
孝
二「
受
領
遅
滞
」星
野
英
一
代
表
編
集
・
民
法
講
座
第
四
巻
債
権
総
論﹇
有
斐
閣
・
一
九
八
五
年
﹈七
三
頁
以
下
。
受
領
遅
滞
の
要
件
論
や
効
果
論
に
お
け
る
問
題
点
を
検
討
し
た
論
稿
と
し
て
、
法律学から見た「貨幣とは何か」（二）
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遠
田
新
一「
受
領
遅
滞
の
問
題
点
」加
藤
一
郎＝
米
倉
明
編
・
民
法
の
争
点
Ⅱ﹇
有
斐
閣
・
一
九
八
五
年
﹈二
二
頁
以
下
。
因
に
、
債
権
者
が
受
領
遅
滞
に
陥
っ
た
後
、
債
務
の
弁
済
用
と
し
て
保
管
し
て
い
た
金
銭
が
債
務
者
の
過
失
な
し
に
紛
失
し
た
り
、
焼
失
し
た
場
合
に
は
、
民
法
四
一
九
条
の
適
用
は
な
く
、
債
権
者
が
危
険
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。
結
果
同
旨
、
吉
岡
幹
夫「
金
銭
債
権
の
特
定
論
」前
掲
注（
一
五
）金
銭
債
権
の
基
本
構
造
一
三
八
頁
以
下（
初
出
・
静
岡
大
学
法
経
論
集
一
八
号﹇
一
九
六
三
年
﹈）。
吉
岡
博
士
は
金
銭
債
権
も
種
類
債
権
と
さ
れ
、
右
の
問
題
を
種
類
債
権
の「
特
定
」の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。
な
お
、
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
四
一
三
条
一
項
は
、
特
定
物
の
引
渡
債
務
に
つ
き
債
権
者
の
受
領
遅
滞
後
は
、
債
務
者
は「
自
己
の
財
産
に
対
す
る
の
と
同
一
の
注
意
を
も
っ
て
」保
存
す
れ
ば
足
り
る
と
し
て
い
る
。
（
五
三
）
民
法
四
〇
二
条
の
制
定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
古
市
・
注（
一
三
）金
融
研
究
一
四
巻
四
号
一
〇
五
頁
以
下
・
一
四
一
頁
以
下
。
古
市
教
授
は
、
「
金
銭
」の
定
義
を
め
ぐ
り
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
応
じ
て
四
〇
二
条
一
項
本
文
の
位
置
づ
け
が
異
な
る
と
さ
れ
る﹇
一
〇
六
頁
。
な
お
、
森
田
・
注（
一
八
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
二
二
号
三
八
頁
注（
74
）﹈。
三
金
銭
債
権
者
は
債
務
者
の
提
供
す
る
貨
幣
の
受
領
を
強
制
さ
れ
、
債
務
者
は
履
行
遅
滞
の
責
を
免
れ
る
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
、
貨
幣
に
強
制
通
用
力
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
法
貨
で
あ
る
こ
と
の
効
果
で
あ
る
以
前
に
、
当
事
者
が
履
行
の
用
に
供
す
る
貨
幣
媒
体
に
つ
い
て
合
意
し
た
こ
と
に
よ
る
合
意
の
拘
束
力
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
（
五
四
）。
そ
の
よ
う
な
合
意
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
備
え
て
、
日
銀
法
や
新
貨
幣
法
は
日
銀
券
や
一
定
限
度
額
ま
で
の
硬
貨
を
法
貨
と
し
て
、
強
制
通
用
力
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
貨
の
受
領
を
拒
ん
だ
場
合
、
我
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
よ
う
に
刑
罰
を
科
す
る
（
五
五
）こ
と
は
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
我
国
で
は
貨
幣
の
強
制
通
用
力
と
い
う
の
は
、
①
受
領
を
拒
絶
し
た
債
権
者
に
受
領
遅
滞
の
責
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
受
領
強
制
力
と
、
②
債
務
者
に
履
行
遅
滞
の
責
を
免
れ
さ
せ
、
さ
ら
に
は
供
託
と
い
う
方
法
で
債
務
そ
の
も
の
か
ら
免
れ
さ
せ
る
免
責
力
を
意
味
し
て
お
り
（
五
六
）、
法
貨
の
み
な
ら
ず
自
由
貨
幣
に
も
認
め
ら
れ
る
効
力
で
あ
る
（
五
七
）。
こ
の
よ
う
な
効
力
が
認
め
ら
れ
る
が
故
に
、
金
銭
債
務
の
履
行
を
巡
る
紛
争
の
発
生
を
予
防
し
、
紛
争
が
発
生
し
て
も
早
期
の
解
決
を
も
た
ら
し
、
一
般
的
・
抽
象
的
で
無
因
の
対
世
的
な
債
権（
万
能
債
権
）と
い
う
貨
幣
の
本
質
を
具
現
化
し
て
い
る
貨
幣
媒
体
の
授
受
が
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滑
に
行
わ
れ
、
商
品
経
済
社
会
に
お
け
る
血
液
と
し
て
の
貨
幣
の
役
割
を
全
う
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
効
力
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
貨
幣
の
授
受
を
巡
る
紛
争
が
多
発
し
、
混
乱
を
来
た
す
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
①
債
権
者
に
対
す
る
受
領
強
制
力
と
②
債
務
者
に
対
す
る
免
責
力
と
か
ら
成
る
強
制
通
用
力
を
、
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
実
体
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り
、
一
般
的
・
抽
象
的
で
無
因
の
対
世
的
な
債
権（
万
能
債
権
）で
あ
る
と
い
う
本
質
を
有
す
る
貨
幣
を
貨
幣
と
し
て
機
能
さ
せ
る
上
で
、
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
中
核
的
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
受
領
強
制
は
金
銭
の
有
す
る
一
種
の
性
質
た
る
に
止
ま
り
、
広
く
金
銭
概
念
の
要
素
た
る
に
非
」ず
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
五
八
）。
し
か
し
、
法
定
の
通
用
力（
受
領
強
制
力
）だ
け
で
は
な
く
、
合
意
に
基
づ
く
受
領
強
制
力
と
、
そ
の
反
面
と
し
て
認
め
ら
れ
る
免
責
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
貨
幣
は
貨
幣
と
し
て
法
律
上
、
機
能
し
う
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
私
見
で
は
、
こ
れ
ら
の
効
力
を
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
実
体
と
し
て
位
置
づ
け
る
わ
け
で
あ
る
。「金
銭
は
名
前
の
み
が
存
在
し
、
そ
の
実
体
は
存
在
し
な
い
」と
い
う
見
解
も
あ
る
（
五
九
）。
そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
実
体
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か
、
よ
く
分
ら
な
い
が
、
右
に
述
べ
た
私
見
か
ら
す
れ
ば
、
金
銭＝
貨
幣
は
実
体
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
。
因
に
、
共
助
の
精
神
に
基
づ
い
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
対
し
て「
地
域
通
貨
」
（
六
〇
）を
発
行
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の「
地
域
通
貨
」の
中
に
は
、『
紙
幣
類
似
証
券
取
締
法
』に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
（
六
一
）。
証
券
に
化
体
さ
れ
て
い
る
地
域
通
貨
が
、「
誰
で
も
」「
ど
こ
で
も
」使
え
て
、「
何
と
で
も
」交
換
で
き
る
場
合
に
は
、
貨
幣
の
本
質
を
備
え
た
貨
幣
媒
体
で
あ
り
、
紙
幣
類
似
証
券
に
当
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
紙
幣
類
似
証
券
に
当
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
右
の
取
締
法
の
適
用
対
象
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
貨
幣
秩
序
を
乱
す
原
因
と
な
ら
な
い
限
り
、
取
締
る
必
要
は
な
い
し
、
取
締
る
根
拠
は
な
い
。
な
お
、
ユ
ー
ロ
は
一
国
の
政
府
や
中
央
銀
行
が
発
行
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｕ
と
い
う
国
際
的
な
地
域
共
同
体
の
中
央
銀
行
が
法律学から見た「貨幣とは何か」（二）
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発
行
す
る
貨
幣
で
あ
る
（
六
二
）。
し
た
が
っ
て
、
ユ
ー
ロ
は
地
域
通
貨
の
一
種
で
あ
る
が
、
参
加
国
の
法
律
で
法
貨
と
し
て
お
り
、
民
法
四
〇
二
条
三
項
や
四
〇
三
条
の「
外
国
の
通
貨
」に
該
当
す
る
。
注（
五
四
）
同
旨
、
柚
木
馨「
金
銭
に
於
け
る
受
領
強
制
」国
民
経
済
雑
誌
五
六
巻
四
号（
一
九
三
四
年
）六
一
頁
。
（
五
五
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
牧
田
・
注（
五
）四
六
頁
・
一
五
七
頁
・
一
六
八
頁
・
一
七
〇
頁
、
久
保
田
・
注（
五
〇
）金
法
一
七
〇
二
号
一
二
頁
、
実
方
正
雄
・
金
約
款
論﹇
有
斐
閣
・
一
九
三
九
年
﹈二
四
五
頁（
註
二
）。
（
五
六
）
実
方
・
注（
五
五
）二
四
四
頁
は
、
法
定
通
用
と
は
、
学
問
上「
受
領
強
制
」と
も
称
さ
れ
て
い
る
が
、
金
銭
の
側
か
ら
言
え
ば
、
通
貨
の
有
す
る
債
務
免
責
力
と
言
っ
て
も
差
支
え
な
い
と
さ
れ
る
。
な
お
、
牧
瀬
博
士
は
免
責
力
を
法
貨
と
し
て
の
支
払
能
力
を
有
す
る
こ
と
と
、
通
貨
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る﹇
牧
瀬
・
注（
五
）一
四
八
頁
・
一
七
一
頁
﹈。
（
五
七
）
森
田
・
注（
一
八
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
二
二
号
三
四
頁
は
、
強
制
通
用
力
と
債
務
免
責
力
の
有
無
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
強
制
通
用
力
を
法
貨
に
だ
け
認
め
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
見
解
で
あ
る
。
（
五
八
）
柚
木
・
注（
五
四
）国
民
経
済
雑
誌
五
六
巻
四
号
五
一
頁（
原
文
は
旧
字
体
、旧
仮
名
遣
い
）。
（
五
九
）
牧
瀬
・
注（
五
）は
じ
め
に
八
頁
。
（
六
〇
）
「
地
域
通
貨
」に
つ
い
て
は
、
加
藤
敏
春
・
エ
コ
マ
ネ
ー
―
ビ
ッ
グ
バ
ン
か
ら
人
間
に
優
し
い
社
会
へ﹇
日
本
経
済
評
論
社
・
一
九
九
八
年
﹈、
同
・
エ
コ
マ
ネ
ー
の
新
世
紀
―
進
化
す
る
21
世
紀
の
経
済
と
社
会﹇
勁
草
書
房
・
二
〇
〇
一
年
﹈、
同
・
エ
コ
マ
ネ
ー
は
マ
ネ
ー
を
駆
逐
す
る
―
環
境
に
優
し
い「
エ
コ
マ
ネ
ー
資
本
主
義
」へ﹇
勁
草
書
房
・
二
〇
〇
二
年
﹈、
同「
デ
フ
レ
な
ど
日
本
経
済
の
苦
境
脱
出
に
地
域
通
貨（
エ
コ
マ
ネ
ー
）を
！
」月
刊
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
五
三
〇
号（
二
〇
〇
三
年
）一
五
頁
以
下
、
西
部
忠
・
地
域
通
貨
と
地
域
自
治﹇
公
人
の
友
社
・
二
〇
〇
三
年
﹈、
嵯
峨
生
馬
・
地
域
通
貨﹇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
・
二
〇
〇
四
年
﹈、
高
野
雅
晴
・
新
し
い
お
金
―
電
子
マ
ネ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
・
仮
想
通
貨
の
大
混
戦
が
始
ま
る﹇
ア
ス
キ
ー
・
二
〇
〇
七
年
﹈一
六
一
頁
以
下
、
廣
田
裕
之
・
地
域
通
貨
入
門
―
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て﹇
ア
ル
テ
・
二
〇
一
一
年
﹈、
西
部
忠
編
著
・
地
域
通
貨﹇
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
二
〇
一
三
年
﹈。
（
六
一
）
久
保
田
・
注（
五
〇
）金
法
一
七
〇
二
号
一
四
頁（
な
お
、外
国
の
事
例
に
つ
き
一
五
頁
）、
嵯
峨
・
注（
六
〇
）一
八
四
頁
以
下
、
社
会
経
済
生
産
性
本
部
編
・JS
2002-
N
o1
「
デ
フ
レ
な
ど
日
本
経
済
の
苦
境
脱
出
に
地
域
通
貨（
エ
コ
マ
ネ
ー
）を
！
」五
六
頁
以
下（http://w
w
w
.jpc-
sed/teigen
/index.htm
l.
こ
の
論
文
は
二
〇
一
四
年
八
月
八
日
に
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
の
松
本
美
貴
さ
ん
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
頂
い
た
）。
な
お
、
電
子
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マ
ネ
ー
に
関
し
て
、
岩
原
紳
作
・
電
子
決
済
と
法﹇
有
斐
閣
・
二
〇
〇
三
年
﹈五
九
六
頁
。
因
に
、
商
品
券
に
関
し
て
、
こ
の
法
律
の
適
用
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
拙
稿
・
注（
一
二
）佐
賀
四
三
巻
六
号
一
八
五
頁
・
一
九
二
頁
・
二
〇
一
頁
。
（
六
二
）
ユ
ー
ロ
に
関
す
る
入
門
書
と
し
て
、
田
中
素
香
・
ユ
ー
ロ
―
そ
の
衝
撃
と
ゆ
く
え﹇
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
二
年
﹈、
坂
田
豊
光
・
欧
州
通
貨
統
合
の
ゆ
く
え
―
ユ
ー
ロ
は
生
き
残
れ
る
か﹇
中
央
公
論
社
・
二
〇
〇
五
年
﹈。
四
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
実
体
を
な
す
強
制
通
用
力（
受
領
強
制
力
と
免
責
力
）に
関
し
て
、
当
事
者
間
の
合
意
や
取
引
慣
行
が
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
債
務
者
が
金
融
機
関
振
出
し
の
自
己
宛
小
切
手（
預
手
）
（
六
三
）を
提
供
し
た
場
合
に
、
債
権
者
は
、
こ
れ
を
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
の
提
供
で
は
な
い
と
し
て
、
受
領
を
拒
絶
し
う
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
金
融
機
関
で
は
な
い
者
が
債
務
の
弁
済
の
た
め
に
振
出
し
た
小
切
手
を
提
供
し
た
が
受
領
を
拒
絶
さ
れ
た
事
件
に
関
し
て
、
最
判
・
昭
和
三
五
年
一
一
月
二
二
日
・
民
集
一
四
巻
一
三
号
二
八
二
七
頁
は
、
傍
論
と
し
て「
銀
行
の
自
己
宛
振
出
小
切
手
或
は
銀
行
の
支
払
保
証
あ
る
小
切
手
の
如
き
、
支
払
確
実
で
あ
る
こ
と
明
白
な
も
の
は
格
別
と
し
て
、
然
ら
ざ
る
限
り
」債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
の
提
供
と
は
い
え
な
い
と
し
た
（
六
四
）。
そ
し
て
、
銀
行
の
自
己
宛
小
切
手
に
つ
き
、
最
判
・
昭
和
三
七
年
九
月
二
一
日
・
民
集
一
六
巻
九
号
二
〇
四
一
頁
は「
か
か
る
小
切
手
は
取
引
界
に
お
い
て
通
常
そ
の
支
払
が
確
実
な
も
の
と
し
て
現
金
と
同
様
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
認
定
し
て
い
る
」原
判
決
を
支
持
し
た
上
で
、「
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
特
段
の
事
情
の
主
張
立
証
な
き
本
件
に
お
い
て
は
、
右
小
切
手
に
よ
る
提
供
を
も
っ
て
債
務
の
本
旨
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
履
行
の
提
供
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」と
し
た
（
六
五
）。
預
手
の
支
払
が
確
実
で
あ
り
、
取
引
界
に
お
い
て
現
金
と
同
様
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
預
手
の
受
領
に
よ
り
直
ち
に
債
権
者
が
貨
幣
の
給
付
を
受
け
た
の
と
同
じ
状
態
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
預
手
の
提
供
は
、
現
金
の
提
供
と
同
じ
よ
う
な
、
債
務
の
免
責
力
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
間
に
お
け
る
合
意
や
取
引
慣
行
も
な
い
の
に
、
債
務
者
が
一
方
的
に
預
手
を
持
参
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
債
権
者
が
受
領
を
強
制
さ
れ
る
法
的
根
拠
は
存
在
し
な
い
。
せ
い
ぜ
い
、
債
権
者
が
受
領
を
拒
絶
し
法律学から見た「貨幣とは何か」（二）
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て
、
債
務
者
の
履
行
遅
滞
責
任
を
問
う
こ
と
が
信
義
則
に
反
し
な
い
か
、
権
利
濫
用
に
当
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
主
張
・
立
証
は
債
務
者
が
行
う
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
最
高
裁
判
決
の
よ
う
に
、
預
手
の
受
領
を
拒
絶
す
る
債
権
者
に「
特
段
の
事
情
の
主
張
立
証
」責
任
を
課
す
の
は
、
本
末
を
顛
倒
し
て
い
る
。
こ
の
最
高
裁
判
決
は
慣
習
法
に
よ
っ
て
強
制
通
用
力
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
預
手
に
は
判
例
法
に
よ
っ
て
現
金
と
同
様
の
強
制
通
用
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
六
六
）。
こ
の
見
解
の
背
後
に
は
、
預
金
通
貨
に
は
強
制
通
用
力
は
な
い
が
、
事
実
上
の
通
用
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
通
貨
、
自
由
通
貨
で
あ
り
（
六
七
）、
預
金
通
貨
は
金
銭
債
務
弁
済
の
た
め
の
通
貨
手
段
で
あ
る
（
六
八
）と
い
う
考
え
が
あ
る
。
手
形
や
小
切
手
、
さ
ら
に
は
口
座
振
込
・
口
座
振
替
な
ど
、
金
融
機
関
に
対
す
る
預
金
口
座
を
利
用
す
る
決
済
方
法
に
つ
き
、
経
済
学（
金
融
論
）に
倣
っ
て
、
こ
れ
を
預
金
通
貨
・
信
用
通
貨
と
呼
ん
で
通
貨
の
一
種
と
す
る
法
律
学
説
が
登
場
し
て
い
る
（
六
九
）。
し
か
し
、
経
済
学（
金
融
論
）に
お
い
て
、
手
形
・
小
切
手
が
信
用
通
貨
・
預
金
通
貨
と
し
て
通
貨
の
一
種
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
決
済
方
法
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
金
の
登
場
が
省
か
れ
て
貨
幣
節
約
機
能
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
預
金
が
引
出
さ
れ
な
い
で
金
融
機
関
に
滞
留
し
て
い
る
預
金
を
準
備
金（
担
保
）と
し
て
、
金
融
機
関
は
貸
出
し（
と
い
っ
て
も
帳
簿
上
で
の
貸
出
し
）を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
通
貨
を
増
発
し
た
の
と
同
じ
経
済
効
果
を
信
用
創
造
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
七
〇
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
律
学
の
分
野
で
は
、
こ
れ
ら
の
決
済
手
段
・
決
済
方
法
が
貨
幣
代
用
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
伴
っ
て
発
生
す
る
紛
争
の
予
防
、
あ
る
い
は
解
決
が
問
題
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
法
律
問
題
の
中
に
、
こ
れ
ら
の
決
済
手
段
・
決
済
方
法
を
用
い
た
場
合
に
、
ど
の
時
点
で
現
金
を
渡
し
た
の
と
同
じ
法
律
効
果
が
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
手
形
や
小
切
手
・
電
子
記
録
債
権
、
あ
る
い
は
口
座
振
込
・
口
座
振
替
な
ど
の
決
済
手
段
・
決
済
方
法
を
通
貨
の
一
種
と
し
て
取
扱
う
必
要
は
な
い
し
、
取
扱
う
こ
と
も
出
来
な
い
（
七
一
）。
注（
六
三
）
金
融
機
関
の
自
己
宛
小
切
手（
預
手
）に
つ
い
て
は
、
吉
原
省
三「
銀
行
振
出
手
形
・
小
切
手
」鈴
木
竹
雄＝
大
隅
健
一
郎
編
・
手
形
法
・
小
切
手
法
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講
座
第
二
巻
振
出﹇
有
斐
閣
・
一
九
六
五
年
﹈二
二
〇
頁
以
下
。
（
六
四
）
本
件
の
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
鴻
常
夫
・
手
形
小
切
手
判
例
百
選
初
版（
一
九
六
三
年
）九
二
頁
以
下
、
お
よ
び
文
末
の
参
考
文
献
。
な
お
、
次
注
か
ら
は
、
百
選
第
〇
版
と
し
て
引
用
す
る
。
（
六
五
）
本
件
の
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
竹
内
昭
夫
・
百
選
新
版（
一
九
六
九
年
）一
一
〇
頁
以
下
、
小
室
金
之
助
・
第
三
版（
一
九
八
一
年
）二
一
二
頁
以
下
、
同
・
第
四
版（
一
九
九
〇
年
）一
八
四
頁
以
下
、
小
林
俊
明
・
第
五
版（
一
九
九
七
年
）一
七
八
頁
以
下
、
久
保
田
光
昭
・
第
六
版（
二
〇
〇
四
年
）
一
八
二
頁
以
下
、
お
よ
び
文
末
の
参
考
文
献
。
（
六
六
）
森
田
・
注（
一
八
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
二
二
号
三
五
頁
以
下
、
同「
電
子
マ
ネ
ー
の
法
的
構
成
⑶
―
私
法
上
の
金
銭
の
一
般
理
論
に
よ
る
法
的
分
析
」Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
一
九
号（
一
九
九
七
年
）三
一
頁
以
下
。
（
六
七
）
森
田
・
注（
一
五
）再
構
築
Ⅲ
二
〇
四
頁
。
（
六
八
）
森
田
宏
樹「
電
子
マ
ネ
ー
の
法
的
構
成
⑸
―
私
法
上
の
金
銭
の
一
般
理
論
に
よ
る
法
的
分
析
」Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
二
六
号（
一
九
九
七
年
）四
八
頁
以
下
。
（
六
九
）
前
掲
注（
六
七
）（
六
八
）の
森
田
説
の
ほ
か
に
、
牧
瀬
・
注（
五
）は
じ
め
に
一
〇
頁
・
本
文
七
三
頁
以
下
・
一
七
四
頁
以
下
、
山
下
・
注（
一
四
）
注
民
⑽
一
三
八
頁
、
山
下＝
安
井
・
注（
一
四
）新
注
民
⑽
Ⅰ
三
二
九
頁
、
岩
原
・
注（
六
一
）五
三
三
頁
以
下
、
今
井
克
典「
振
込
シ
ス
テ
ム
の
法
的
構
成
㈢
」名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一
六
二
号（
一
九
九
五
年
）一
五
一
頁
。
な
お
、
清
水
・
注（
一
五
）都
法
二
四
巻
一
号
一
〇
一
頁
。
（
七
〇
）
一
九
七
一
年
の
ド
ル
と
金
の
交
換
停
止
以
前
の
論
稿
で
内
容
は
古
く
な
っ
て
い
る
が
、
川
合
一
郎
・
資
本
と
信
用
―
金
融
経
済
論
序
説﹇
有
斐
閣
・
一
九
五
四
年
﹈三
三
頁
以
下（
と
く
に
一
五
一
頁
以
下
）。
（
七
一
）
同
旨
、
末
川
・
注（
七
）論
文
集
Ⅳ
六
四
頁
、
柚
木
・
注（
三
四
）法
叢
三
〇
巻
一
号
七
一
頁
。
な
お
、
経
済
学
者
と
法
律
家
の
間
で
貨
幣
の
捉
え
方
が
異
な
る
こ
と
に
つ
きM
ann,op
cit.n.(9),p.5.
五
金
銭
債
務
の
弁
済
に
関
し
て
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
貨
幣
価
値
が
下
落
し
た
場
合
に
、
契
約
ど
お
り
の
額
面
金
額
を
払
え
ば
よ
い
の
か（
名
目
主
義nom
inalism
）、
債
務
発
生
時
に
お
け
る
貨
幣
の
購
買
力（
実
質
価
値
）に
相
当
す
る
金
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か（
実
価
主
義valorism
）と
い
う
問
題
が
あ
る
（
七
二
）。
金
銭
債
務
が
一
定
額
の
金
銭
の
給
付
の
支
払
い
を
目
的
と
す
る
金
額
債
務
の
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
以
来
の
歴
史
は
、
実
価
主
義
か
ら
名
目
主
義
へ
流
れ
て
い
っ
た
（
七
三
）。
わ
が
国
も
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
倣
っ
た
旧
民
法
財
産
編
四
六
三
条
二
項
・
三
項
は
名
目
主
義
を
採
法律学から見た「貨幣とは何か」（二）
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る
こ
と
を
明
記
し
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
民
法
の
影
響
を
受
け
た
現
行
民
法
に
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
規
定
は
な
い
も
の
の
、
名
目
主
義
は
当
然
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
で
も
、
学
説
・
判
例
は
名
目
主
義
を
採
っ
て
い
る
（
七
四
）。
し
か
し
、
名
目
主
義
が
原
則
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
、
そ
の
理
論
的
な
基
礎
づ
け
は
一
致
し
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
能
見
教
授
は
、
⑴
当
事
者
意
思
を
根
拠
に
し
て
、
当
事
者
は
通
常
は
名
目
主
義
で
あ
る
と
す
る
見
解
、
⑵
金
銭
の
性
質
、
特
に
通
貨
の
強
制
通
用
力
を
根
拠
に
し
た
り
、
金
銭
債
務
は
金
銭
の
購
買
力
が
常
に
変
動
す
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
名
目
主
義
は
金
銭
債
権
の
価
値
体
現
性
格
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
す
る
見
解
、
⑶
金
銭
の
実
質
的
価
値（
購
買
力
）は
常
に
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
金
銭
債
務
の
内
容
を
実
価
に
よ
っ
て
決
め
る
な
ら
ば
、
資
本
主
義
社
会
の
要
請
で
あ
る
予
見
可
能
性
を
害
す
る
と
し
て
、
経
済
社
会
へ
の
影
響
を
根
拠
と
す
る
見
解
の
三
説
に
整
理
し
た
上
で
、
⑴
説
・
⑵
説
は
名
目
主
義
の
実
質
的
根
拠
の
説
明
と
し
て
は
薄
弱
で
あ
り
、
⑶
説
が
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
七
五
）。
こ
の
問
題
は
、
貨
幣
媒
体
が
物
品（
貴
金
属
）か
ら
紙
片
や
卑
金
属
へ
と
変
化
し
、
さ
ら
に
は
不
換
紙
幣
・
不
換
銀
行
券
が
本
位
貨
幣
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
発
生
し
た
問
題
で
あ
る
が
、
金
銭
債
務
の
履
行
に
、
ど
の
よ
う
な
貨
幣
媒
体
を
使
う
の
か
は
、
ま
ず
当
事
者
が
決
め
る
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
資
本
主
義
社
会
が
要
請
す
る
予
見
可
能
性
は
当
事
者
自
治
の
原
則
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
為
替
相
場
の
変
動
・
平
価
切
下
げ
に
よ
っ
て
貨
幣
価
値
が
下
落
す
る
と
予
測
す
る
場
合
に
は
、
ス
ラ
イ
ド
制
や
物
的
債
務
・
金
銭
価
値
債
務
・
外
国
為
替
債
務
の
合
意
、
金
約
款
な
ど
の
自
衛
策
（
七
六
）を
と
る
と
い
う
途
が
あ
る
（
七
七
）。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
当
事
者
間
で
何
ら
合
意
を
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
債
権
者
が
①
契
約
時
の
名
目
額
に
よ
り
履
行
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
か
、
②
そ
の
後
の
急
激
な
貨
幣
価
値
下
落
を
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
③
貨
幣
価
値
下
落
に
対
す
る
自
衛
策
を
知
ら
な
か
っ
た
か
、
知
っ
て
い
て
も
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
当
事
者
自
治
の
原
則
を
形
式
的
に
適
用
す
れ
ば
、
①
の
場
合
は
も
と
よ
り
、
②
③
の
場
合
を
含
め
て
、
債
権
者
が
何
ら
対
策
を
と
っ
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て
い
な
い
の
は
自
己
責
任
に
帰
す
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。
つ
ま
り
、
名
目
主
義
の
原
則
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
も
、
止
む
を
得
な
い
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
合
意
の
拘
束
力
に
形
式
的
に
固
執
す
る
こ
と
が
極
め
て
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
場
合
に
は
、「
事
情
変
更
の
原
則
」
（
七
八
）を
適
用
し
、
貨
幣
価
値
の
変
動
に
合
わ
せ
て
、
債
権
者
を
救
済
す
る
必
要
が
あ
る
。
注（
七
二
）
名
目
主
義
と
実
価
主
義
に
つ
い
て
は
、
牧
瀬
・
注（
五
）三
〇
五
頁
以
下
・
三
五
一
頁
以
下
、
和
田
・
注（
七
）民
商
九
二
巻
六
号
四
四
頁
以
下
、
古
市
・
注（
一
三
）金
融
研
究
一
四
巻
四
号
一
四
八
頁
以
下
、Savigny,a.a.O
.N
(8),S.423
ff.,M
ann,op
cit.n.(9),P.80
etseq.
（
七
三
）
牧
瀬
・
注（
五
）二
七
五
頁
以
下
。
（
七
四
）
牧
瀬
・
注（
五
）三
四
四
頁
以
下
、
和
田
・
注（
七
）民
商
九
二
巻
六
号
三
五
頁
、
同「
金
銭
債
務
と
貨
幣
変
動（
三
・
完
）―
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
を
中
心
と
し
て
」民
商
法
雑
誌
九
三
巻
二
号（
一
九
八
五
年
）六
八
頁
、
能
見
・
注（
一
五
）民
法
講
座
別
巻
1
一
二
五
頁
以
下
。
な
お
、
古
市
・
注（
一
三
）
金
融
研
究
一
四
巻
四
号
一
四
三
頁
。
（
七
五
）
能
見
・
注（
一
五
）民
法
講
座
別
巻
1
一
二
六
頁
以
下
。
な
お
、
牧
瀬
・
注（
五
）三
四
二
頁
以
下
は
名
目
主
義
の
根
拠
を
八
つ
ほ
ど
挙
げ
ら
れ
る
。
（
七
六
）
こ
れ
ら
の
自
衛
策
に
つ
い
て
は
、
牧
瀬
・
注（
五
）三
五
七
頁
以
下
、
能
見
・
注（
一
五
）民
法
講
座
別
巻
1
一
二
八
頁
以
下
。
な
お
、
金
約
款
の
諸
態
様
に
つ
き
、
実
方
・
注（
五
五
）一
〇
九
頁
以
下
。
（
七
七
）
同
旨
、
最
判
・
昭
和
三
六
年
六
月
二
〇
日
・
民
集
一
五
巻
六
号
一
六
〇
二
頁
。
本
件
の
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
五
十
嵐
清
・
民
商
法
雑
誌
四
六
巻
一
号（
一
九
六
二
年
）一
二
五
頁
以
下
、
星
野
英
一
・
法
学
協
会
雑
誌
八
〇
巻
二
号（
一
九
六
三
年
）一
〇
三
頁
以
下
。
（
七
八
）
「
事
情
変
更
の
原
則
」に
つ
い
て
は
、
和
田
・
注（
七
）民
商
九
二
巻
六
号
三
八
頁
注（
10
）に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
の
ほ
か
に
、
福
地
俊
雄「
事
情
変
更
の
原
則
」谷
口
知
平＝
加
藤
一
郎
編
・
民
法
演
習
Ⅲ
債
権
総
論﹇
有
斐
閣
・
一
九
五
八
年
﹈六
五
頁
以
下
、
五
十
嵐
清「
契
約
と
事
情
変
更
の
原
則
」契
約
法
大
系
⑴﹇
有
斐
閣
・
一
九
六
二
年
﹈二
九
頁
以
下
、
同「
事
情
変
更
原
則
の
再
検
討
」法
学
教
室
第
二
期
八
号（
一
九
七
五
年
）三
七
頁
以
下
、
吉
岡
幹
夫「
金
銭
債
権
と
事
情
変
更
の
原
則
」前
掲
注（
一
五
）金
銭
債
権
の
基
本
構
造
七
七
頁
以
下（
初
出
・
静
岡
大
学
法
経
論
集
一
四
号
﹇
一
九
六
二
年
﹈）、
和
田
安
夫「
長
期
契
約
と
事
情
変
更
の
原
則
」ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
二
六
号（
一
九
九
八
年
）二
四
三
頁
以
下
、
𠮷
政
知
宏
・
事
情
変
更
法
理
と
契
約
規
範﹇
有
斐
閣
・
二
〇
一
四
年
﹈。
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六経
済
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
本
質
を
な
す
一
般
的
交
換
能
力
・
購
買
能
力
に
し
ろ
、
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
本
質
を
な
す
一
般
的
・
抽
象
的
で
無
因
の
対
世
的
な
債
権（
万
能
債
権
）に
し
ろ
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
人
か
ら
人
へ
と
授
受
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
何
ら
か
の
媒
体
に
表
彰
さ
れ
、
こ
の
貨
幣
媒
体
が
授
受
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
貨
幣
に
関
す
る
学
説
を
要
約
す
る
と
、
貨
幣
媒
体
は
次
の
よ
う
な
変
化
を
辿
っ
て
行
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
商
品
経
済
の
初
期
段
階
で
は
家
畜
や
農
産
物
、
あ
る
い
は
布
な
ど
が
貨
幣
媒
体
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
持
ち
運
び
に
便
利
で
、
分
割
や
合
体
も
容
易
な
金
属
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
高
価
な
銀
や
金
が
高
額
な
取
引
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
行
く
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
貴
金
属
は
腐
食
や
火
災
に
も
耐
え
う
る
た
め
に
、
貨
幣
媒
体
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
た
が
、
取
引
の
度
ご
と
に
重
さ
を
秤
っ
た
り
、
品
質
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
便
を
伴
っ
た
。
そ
こ
で
、
貨
幣
制
度
を
確
立
す
る
際
に
貨
幣（
媒
体
）の
品
位
・
量
目
を
定
め
て
鋳
造
す
る
こ
と
に
し
（
七
九
）、
鋳
貨
に
刻
ま
れ
た
価
格
の
単
位
額（
例
え
ば
、壱
円
と
か
拾
円
と
い
う
額
）に
合
わ
せ
た
数
量
の
貨
幣
媒
体
を
授
受
す
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
物
品
貨
幣
・
秤
量
貨
幣
か
ら
鋳
造
貨
幣
・
数
量
貨
幣
へ
の
進
化
で
あ
る
。
し
か
し
、
鋳
貨
は
摩
滅
し
た
り
、
地
金
と
し
て
削
り
取
ら
れ
、
あ
る
い
は
鋳
潰
さ
れ
た
り
す
る
と
い
う
難
点
に
加
え
て
、
銀
や
金
の
産
出
量
・
流
入
量
に
よ
っ
て
銀
貨
や
金
貨
の
発
行
量
が
制
約
さ
れ
、
経
済
成
長
に
見
合
っ
た
量
の
通
貨
を
供
給
し
え
な
い
と
い
う
最
大
の
難
点
を
伴
っ
て
い
る
。
手
形
や
小
切
手
に
よ
る
決
済
制
度
は
現
金
の
登
場
を
回
避
さ
せ
て
、
貨
幣
節
約
機
能
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
貨
幣
を
増
発
し
た
の
と
同
じ
効
果
を
発
揮
す
る
が
、
手
形
や
小
切
手
は
流
通
範
囲
と
流
通
期
間
が
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
限
界
を
乗
り
越
え
て
、
貨
幣
代
用
機
能
を
発
揮
し
た
の
が
満
期
が
な
く
、
無
記
名
式
の
一
覧
払
い
銀
行
手
形
、
つ
ま
り
兌
換
銀
行
券
で
あ
り
（
八
〇
）、
こ
の
銀
行
券
こ
そ
信
用
通
貨
・
預
金
通
貨
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
貨
幣
媒
体
で
あ
る
。
金
本
位
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
今
日
で
は
、
不
換
銀
行
券
・
不
換
紙
幣
が
本
位
貨
幣
と
な
り
、
鋳
貨
は
補
助
貨
幣
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
二
種
類
の
貨
幣
媒
体
が
主
要
な
も
の
で
あ
り
、
貨
幣
の
本
質
は
、
こ
の
よ
う
な
貨
幣
媒
体
に
化
体
・
表
彰
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さ
れ
て
、
貨
幣
媒
体
の
姿
を
と
っ
て
現
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
貨
幣
媒
体
は
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
現
象
形
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貨
幣
媒
体
の
変
化
の
中
で
、
新
し
い
貨
幣
媒
体
と
し
て「
電
子
マ
ネ
ー
」を
挙
げ
、
こ
れ
に
は
受
領
強
制
力
と
い
う
強
制
通
用
力
は
な
い
が
、
任
意
に
受
領
さ
れ
る
と
債
務
免
責
力
の
あ
る
支
払
単
位（
金
銭
的
価
値
）を
含
ん
だ
通
貨
媒
体
と
し
て
の
法
的
効
果
を
発
揮
す
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
八
一
）。
し
か
し
、「
電
子
マ
ネ
ー
」と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
種
々
あ
る
が
（
八
二
）、
い
ず
れ
も
現
金
を
先
払
い
す
る
か（
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
）、
後
払
い
す
る
か
、
あ
る
い
は
口
座
振
替
を
す
る
決
済
方
法
に
す
ぎ
ず
、
経
済
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
本
質
を
な
す
一
般
的
交
換
能
力
・
購
買
能
力
、
あ
る
い
は
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
本
質
を
な
す
一
般
的
・
抽
象
的
で
無
因
の
対
世
的
な
債
権
（
万
能
債
権
）を
化
体
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
の「
電
子
マ
ネ
ー
」は
経
済
現
象
と
し
て
も
、
法
現
象
と
し
て
も
貨
幣
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ
、
仮
想
通
貨
と
か
暗
号
通
貨
と
呼
ば
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
・
マ
ネ
ー
の
方
が
電
子
貨
幣
と
な
る
の
に
相
応
し
い
（
八
三
）。
な
お
、
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
今
日
の
本
位
貨
幣
で
あ
る
不
換
銀
行
券
や
不
換
紙
幣
に
対
す
る
信
頼
が
失
わ
れ
、
人
々
が
貨
幣
と
し
て
受
け
取
ら
な
く
な
り
、
金
や
銀
な
ど
と
の
物
々
交
換
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
物
品
貨
幣
の
時
代
へ
逆
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
注（
七
九
）
わ
が
国
に
金
本
位
制
度
を
導
入
し
た
明
治
三
〇
年
の
貨
幣
法
五
条
・
六
条
が
定
め
る
貨
幣
の
品
位
・
量
目
に
つ
き
、
鈴
木
武
雄
・
円
―
そ
の
履
歴
と
日
本
経
済﹇
岩
波
書
店
・
一
九
六
三
年
﹈一
二
三
頁
。
（
八
〇
）
前
掲
注（
一
一
）の
拙
稿
参
照
。
（
八
一
）
森
田
・
注（
一
五
）再
構
築
Ⅲ
二
〇
八
頁
以
下
。
（
八
二
）
岩
原
・
注（
六
一
）四
四
八
頁
以
下
、
杉
浦
宣
彦「
電
子
マ
ネ
ー
と
法
―
電
子
マ
ネ
ー
を
め
ぐ
る
法
的
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
」ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
六
一
号（
二
〇
〇
八
年
）七
四
頁
以
下
。
（
八
三
）
拙
稿
・
注（
一
二
）佐
賀
四
三
巻
六
号
二
〇
三
頁
・
二
〇
四
頁
は
、
電
子
マ
ネ
ー
を
貨
幣
の
現
象
形
態
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
マ
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ネ
ー
に
変
更
す
る
。
な
お
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
は
米
国
で
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
な
ど
の
有
力
な
Ｉ
Ｔ
企
業
が
決
済
に
採
用
し
て
お
り
、
普
及
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る（
岩
村
充「
貨
幣
が
滅
ぶ
と
き
」朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
四
月
八
日
・
一
〇
版
一
三
面
）。
七
本
章
に
お
い
て
、
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
を
図
式
化
し
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
図
2
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
論
理
構
造
本
質
一
般
的
・
抽
象
的
で
無
因
の
対
世
的
な
債
権（
万
能
債
権
）
貨
幣
制
度
確
立
貨
幣
媒
体
発
行
実
体
受
領
強
制
力
と
免
責
力
か
ら
成
る
強
制
適
用
力
現
象
形
態
自
由
貨
幣
物
品
貨
幣
・
法
定
限
度
額
を
越
え
た
補
貨
幣
・
外
国
通
貨
・
地
域
通
貨
・
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ー
法
定
貨
幣
本
位
貨
幣（
か
つ
て
は
金
貨
、
い
ま
は
不
換
銀
行
券
・
不
換
紙
幣
）、か
つ
て
の
兌
換
銀
行
券
・
兌
換
紙
幣
・
法
定
限
度
額
の
補
助
貨
幣
私
見
の
よ
う
に
貨
幣
の
法
的
な
本
質
を
債
権
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
表
彰
し
て
い
る
銀
行
券（
さ
ら
に
は
政
府
紙
幣
）
は
無
記
名
式
の
有
価
証
券
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
ド
イ
ツ
法
学
に
倣
っ
た
従
来
の
学
説
に
よ
れ
ば
、「
有
価
証
券
と
は
財
産
的
価
値
の
あ
る
私
権
を
表
彰
し
て
い
る
証
券
で
、
そ
の
権
利
の
発
生
・
移
転
・
行
使
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
証
券
を
必
要
と
す
る
も
の
」と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
説
を
前
提
に
す
る
と
、
万
能
債
権
を
表
彰
し
て
い
る
銀
行
券
は
有
価
証
券
に
該
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
有
価
証
券
概
念
は
有
価
証
券
の
表
面
だ
け
を
、
結
果
の
側
か
ら
感
覚
的
に
捉
え
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
全
体
像
を
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論
理
的
に
把
握
し
た
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
有
価
証
券
は
権
利
そ
の
も
の
を
直
截
的
に
表
彰
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
証
券
発
行
者
が
責
任
を
も
含
む
広
い
意
味
で
の
債
務
を
負
担
す
る
意
思
を
表
示
し
て
い
る
が
故
に
、
こ
の
証
券
の
正
当
な
所
持
人
は
証
券
に
表
示
さ
れ
て
い
る
債
務
負
担
意
思
を
受
領
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
権
利
を
取
得
す
る
の
で
あ
る
（
八
四
）。
有
価
証
券
を
右
の
よ
う
に
解
す
る
私
見
か
ら
す
れ
ば
、
不
換
銀
行
券
の
発
行
者
は
何
ら
債
務
を
負
担
す
る
意
思
を
表
示
し
て
お
ら
ず
、
不
換
銀
行
券
は
一
般
的
・
抽
象
的
で
無
因
の
対
世
的
な
債
権（
万
能
債
権
）を
貨
幣
単
位
の
整
数
倍
の
金
額
と
し
て
表
彰
し
た
金
額
券
で
あ
っ
て
、
有
価
証
券
に
は
該
当
し
な
い
（
八
四
ａ
）。
金
本
位
制
度
下
に
お
け
る
兌
換
銀
行
券
に
は
、
金
貨
と
交
換
す
る
旨
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
無
記
名
式
の
有
価
証
券
と
解
す
る
説
も
あ
る
（
八
五
）。
た
し
か
に
、
兌
換
銀
行
券
は
有
価
証
券
と
し
て
の
一
面
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
の
側
面
に
囚
わ
れ
て
い
る
と
、「
貨
幣
と
は
何
か
」と
い
う
問
題
が
解
け
な
く
な
る
。
の
み
な
ら
ず
、「
貨
幣
と
は
何
か
」と
い
う
問
題
を
解
く
上
で
足
枷
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
次
章
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
貨
幣
を
有
体
物
と
し
て
扱
い
、
兌
換
銀
行
券
を
有
価
証
券
と
し
て
扱
う
と
、
貨
幣
の
即
時
取
得
や
銀
行
券
の
善
意
取
得
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
貨
幣
の
機
能
を
損
う
法
理
論
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
兌
換
銀
行
券
が
兌
換
さ
れ
る
場
面
、
即
ち
有
価
証
券
と
し
て
権
利
を
行
使
さ
れ
る
場
面
で
は
、
そ
れ
は
貨
幣（
代
用
物
）と
し
て
の
役
割
を
終
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
兌
換
銀
行
券
を
貨
幣（
代
用
物
）と
し
て
考
察
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
兌
換
さ
れ
る
前
の
、
市
場
で
流
通
し
て
い
る
場
面
を
見
る
必
要
が
あ
る
（
八
六
）。
兌
換
銀
行
券
と
い
え
ど
も
、
貨
幣
と
し
て
流
通
す
る
場
面
に
お
け
る
機
能
は
、
不
換
銀
行
券
と
同
一
で
あ
る
が
、
本
位
貨
幣
で
あ
る
金
貨
と
交
換
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
貨
幣
と
し
て
の
信
用
を
高
め
、
安
心
し
て
授
受
す
る
担
保
に
な
る
点
が
、
不
換
銀
行
券
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
い
ず
れ
の
銀
行
券
も
貨
幣
単
位
の
整
数
倍
の
金
額
を
表
彰
す
る
証
券（
金
額
券
）で
あ
る
点
に
違
い
は
な
い
。
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な
お
、
竹
田
博
士
は
紙
幣
や
銀
行
券
を
金
額
券（G
eldpapier
）と
称
し
、
収
入
印
紙
や
訴
訟
用
印
紙
・
郵
便
切
手
な
ど
を
金
額
票
（W
ertm
arken
）と
称
し
て
区
別
さ
れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
支
払
の
具
で
あ
る
点
は
同
じ
で
あ
り
、
広
く
一
般
的
に
使
用
で
き
る
の
か
、
特
定
の
分
野
で
し
か
使
え
な
い
の
か
と
い
う
違
い
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
（
八
七
）。
金
本
位
制
度
の
下
に
お
い
て
は
兌
換
銀
行
券
は
貨
幣
代
用
物
で
あ
っ
た
が
、
郵
便
切
手
な
ど
は
、
こ
の
貨
幣
代
用
物
で
あ
る
銀
行
券
や
補
助
貨
幣
を
前
払
い
し
て
、
貨
幣
代
用
物
の
代
用
機
能（
二
重
の
代
用
機
能
）を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
不
換
銀
行
券
が
本
位
貨
幣
と
化
し
た
今
日
で
は
、
郵
便
切
手
や
商
品
券
・
ビ
ー
ル
券
・
図
書
券
・
金
額
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
回
数
券
な
ど
は
不
換
銀
行
券
や
補
助
貨
幣
を
前
払
い
し
て
貨
幣
代
用
物
と
し
て
機
能
す
る
証
券
で
あ
り
、
本
位
貨
幣
で
あ
る
不
換
銀
行
券
と
、
そ
の
代
用
物
で
あ
る
郵
便
切
手
な
ど
が
同
格
の
証
券
で
な
い
こ
と
は
明
白
に
な
っ
て
い
る
（
八
八
）。
注（
八
四
）
拙
稿「
民
法
四
六
七
条
と
一
七
六
条
・
一
七
七
条
―
法
定
証
拠
説
に
よ
る
統
一
的
な
理
解
と
有
価
証
券
法
理
の
構
築
を
目
差
し
て
」佐
賀
三
八
巻
五
号（
二
〇
〇
六
年
）一
一
一
頁
以
下
、
同「
手
形
の
裏
書
は
債
権
譲
渡
な
の
か（
一
）〜（
四
・
完
）―
手
形
所
有
権
説
の
再
興
を
目
差
し
て
」佐
賀
三
九
巻
三
号
〜
四
〇
巻
一
号（
二
〇
〇
六
〜
〇
七
年
）、
同「
株
主
の
法
的
地
位
と
株
式
・
株
券（
四
・
完
）―
電
子
化
さ
れ
る
株
券
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」佐
賀
四
二
巻
二
号（
二
〇
〇
九
年
）八
〇
頁
以
下
、
同「
有
価
証
券
と
は
、
ど
の
よ
う
な
証
券
か（
一
）〜（
九
・
完
）―
取
引
の
電
子
化
・
ペ
イ
パ
ー
レ
ス
化
を
理
解
す
る
た
め
に
も
」佐
賀
四
二
巻
五
号
〜
四
四
巻
一
号（
二
〇
一
〇
〜
一
一
年
）、
同「
白
地
手
形
と
は
、
ど
の
よ
う
な
証
券
か（
一
）（
二
・
完
）―
従
来
の
有
価
証
券
概
念
で
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
」佐
賀
四
八
巻
一
号（
二
〇
一
五
年
）六
一
頁
以
下
・
二
号（
二
〇
一
五
年
）七
五
頁
以
下
。
（
八
四
ａ
）
拙
著
・
注（
一
二
）所
有
権
二
〇
一
頁
で
は
貨
幣
を
特
殊
な
有
価
証
券
と
記
し
た
が
、
こ
れ
を
改
め
る
。
（
八
五
）
牧
瀬
・
注（
五
）一
五
五
頁
以
下
・
一
六
〇
頁
・
一
六
三
頁
、
吉
岡
・
注（
一
五
）「
金
銭
所
有
権
」一
五
三
頁
・
一
五
九
頁
・
一
六
五
頁
・
一
六
七
頁
。
な
お
、鈴
木
禄
弥
・
物
権
法
講
義
三
訂
版﹇
創
文
社
・
一
九
八
三
年
﹈三
〇
八
頁
。
（
八
六
）
川
合
・
注（
七
〇
）一
一
五
頁
注（
21
）・
一
一
六
頁
注（
22
）は
、
兌
換
銀
行
券
は
手
形
で
あ
る
と
同
時
に
貨
幣
表
章
と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
兌
換
は
銀
行
券
に
と
っ
て
単
に
通
貨
の
数
量
調
整
の
一
手
段
、
し
か
も
第
二
次
的
な
手
段
に
転
化
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
明
治
一
五
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
銀
行
は『
兌
換
銀
行
条
例
』に
基
づ
い
て
、
明
治
一
八
年
に
初
め
て
兌
換
銀
行
券
を
発
行
し
た
が
、
兌
換
が
確
実
で
あ
る
と
信
じ
て
、
兌
換
を
請
求
す
る
者
は
殆
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る﹇
鈴
木（
武
）・
注（
七
九
）一
〇
三
頁
以
下
。
な
お
、
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吉
岡
・
注（
一
五
）「
金
銭
所
有
権
」一
五
七
頁
﹈。
（
八
七
）
竹
田
省「
金
額
券
に
就
て
」商
法
の
理
論
と
解
釈﹇
有
斐
閣
・
一
九
五
七
年
﹈四
四
二
頁
以
下（
初
出
・
法
学
新
報
二
九
巻
四
号﹇
一
九
一
九
年
﹈）。
（
八
八
）
拙
稿
・
注（
八
）佐
賀
四
三
巻
六
号
一
八
一
頁
以
下
。
八
私
見
の
よ
う
に
、
一
般
的
な
交
換
能
力
・
一
般
的
な
購
買
能
力
を
経
済
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
本
質
と
し
、
一
般
的
・
抽
象
的
で
無
因
の
対
世
的
な
債
権（
万
能
債
権
）を
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
の
本
質
と
解
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
出
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
疑
問
と
は
、「
金
銭
債
務
を
負
う
者
が
、
債
務
額
相
当
の
貨
幣
を
債
権
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
効
に
債
務
の
弁
済
を
果
し
た
こ
と
に
な
る（
つ
ま
り
支
払
手
段
た
り
う
る
）点
の
み
は
、
法
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
」が
、
貨
幣
を
所
有
し
て
い
て
も「
取
引
の
相
手
方
が
承
諾
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
と
引
換
え
に
な
ん
ら
か
の
財
貨
等
が
え
ら
れ
る（
つ
ま
り
購
買
手
段
た
り
う
る
）と
い
う
法
的
保
障
は
存
し
な
い
（
八
九
）」の
だ
か
ら
、
一
般
的
購
買
能
力
や
万
能
債
権
を
貨
幣
の
本
質
と
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
右
に
引
用
し
た
見
解
を
説
か
れ
る
鈴
木
博
士
は「
貨
幣
に
一
般
的
支
払
手
段
と
し
て
の
効
力
が
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
経
済
の
ノ
ー
マ
ル
な
運
行
が
期
待
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
一
定
額
の
貨
幣
の
給
付
を
申
出
れ
ば
、
相
手
方
は
そ
れ
と
引
換
え
に
一
定
量
の
財
貨
の
給
付
を
承
認
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
貨
幣
は
、
一
般
的
購
買
手
段
と
し
て
も
機
能
し
、
貨
幣
を
所
有
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
財
貨
を
取
得
し
う
る
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
至
り
、
貨
幣
は
財
産
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」と
さ
れ
る（
前
掲
同
所
）。
要
す
る
に
、
一
般
的
支
払
手
段
と
し
て
の
効
力
が
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
貨
幣
は
一
般
的
購
買
手
段
と
し
法律学から見た「貨幣とは何か」（二）
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て
も
機
能
す
る
と
さ
れ
る
鈴
木
説
か
ら
す
れ
ば
、
一
般
的
購
買
手
段
で
あ
る
こ
と
を
先
行
さ
せ
る
私
見
の
考
え
方
は
本
末
顚
倒
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
鈴
木
説
こ
そ
本
末
顚
倒
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
い
う
の
は
、
鈴
木
説
で
は
、
信
用
取
引
に
よ
り
発
生
す
る
金
銭
債
務
の
支
払
手
段
と
し
て
の
効
力
が
法
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
貨
幣
は
現
実
売
買
に
お
け
る
購
買
手
段
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
実
際
の
取
引
社
会
で
は
、
先
ず
物
々
交
換
か
ら
始
ま
っ
て
、
商
品
所
有
者＝
交
換
市
場
へ
の
参
加
者
の
需
要
が
合
致
し
な
け
れ
ば
交
換
は
成
立
し
な
い
と
い
う
物
々
交
換
の
非
能
率
性
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
誰
で
も
が
欲
し
が
り
、「
と
り
あ
え
ず
」交
換
し
て
く
れ
る
商
品
が
一
般
的
等
価
物
と
し
て
選
び
出
さ
れ
て
、
こ
れ
が
貨
幣
と
な
り
、
こ
の
貨
幣
と
の
交
換
、
即
ち
現
実
売
買
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が「
購
買
手
段
と
し
て
の
貨
幣
」で
あ
る
。
そ
し
て
、
売
れ
残
り
商
品
の
所
有
者
と
購
買
代
金
を
持
た
な
い
需
要
者
の
間
で
信
用
取
引
が
行
わ
れ
、
後
日
、
こ
の
取
引
の
決
済
に
使
わ
れ
る
の
が「
支
払
手
段
と
し
て
の
貨
幣
」と
呼
ば
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
商
品
経
済
社
会
に
お
け
る
貨
幣
は
購
買
手
段
と
し
て
発
生
し
、
支
払
手
段
へ
と
発
展
し
て
行
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
鈴
木
博
士
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
売
手
と
の
間
に
合
意
が
成
立
し
な
け
れ
ば
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
貨
幣
を
所
持
し
て
お
れ
ば
、
自
分
の
必
要
と
す
る
商
品
、
自
分
が
欲
し
い
と
思
う
商
品
を
購
入
す
る
契
約
の
申
込
を「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
誰
に
で
も
」す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
貨
幣
に
は
、「
ど
の
よ
う
な
」商
品
の
給
付
で
も
求
め
う
る
力
が
化
体
さ
れ
て
い
る
。
私
見
は
、
こ
の
側
面
を
貨
幣
の
本
質
と
捉
え
、
こ
れ
を
万
能
債
権
と
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
法
現
象
と
し
て
の
貨
幣
を
論
理
的
に
分
析
さ
れ
て
い
な
い
鈴
木
博
士
は
、
第
五
章
八
節
・
九
節
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
な
誤
解
に
基
づ
い
て
、
他
説
を
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
注（
八
九
）
鈴
木（
禄
）・
注（
八
五
）物
権
法
三
〇
八
頁
。
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九
「
金
銭
と
は
何
か
」と
い
う
問
題
を
法
的
な
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
き
、
金
銭
債
務
の
弁
済
の
局
面
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
出
発
す
る
試
み
が
あ
る
（
九
〇
）。
つ
ま
り
、
民
法
四
〇
二
条
一
項
は「
債
権
の
目
的
が
金
銭
で
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
そ
の
選
択
に
従
い
、
各
種
の
通
貨
で
弁
済
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
を
手
が
か
り
に
し
て
、「
金
銭
と
は
何
か
」と
い
う
問
題
を
法
的
な
観
点
か
ら
考
え
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
見
解
は
、
前
節
で
検
討
し
た
鈴
木
博
士
と
同
じ
線
上
に
あ
る
発
想
と
い
え
る
。
鈴
木
説
に
関
し
て
、
貨
幣
は
金
銭
債
務
の
支
払
手
段
で
あ
る
前
に
商
品
の
購
買
手
段
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
側
面
に
着
目
し
て
貨
幣
の
本
質
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。
金
銭
に
は
、
あ
る
財
産
の
所
有
者
の
意
思
に
反
し
て
も
そ
の
売
買
を
強
制
す
る
と
い
う
意
味
で
の
購
買
力
ま
で
は
な
い
（
九
〇
ａ
）と
い
う
側
面
だ
け
を
見
て
、
金
銭
が
購
買
手
段
と
し
て
生
成
し
て
来
る
側
面
を
無
視
さ
れ
る
森
田
説
に
関
し
て
も
、
鈴
木
説
に
対
す
る
の
と
同
じ
批
判
が
当
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、「
金
銭
と
は
何
か
」と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、「
金
銭
債
務
と
は
何
か
」「
金
銭
債
務
の
弁
済
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
」と
い
う
問
題
に
取
組
む
の
が
本
筋
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
金
銭
債
務
の
弁
済
」と
い
う
局
面
か
ら
出
発
し
て
、「
金
銭
と
は
何
か
」と
い
う
基
礎
的
な
問
題
を
考
え
る
の
は
、
論
理
が
逆
立
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、「
金
銭
債
務
の
目
的
が『
金
銭
』で
あ
り
、
金
銭
債
務
を
そ
の
弁
済
に
よ
っ
て
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が『
通
貨
』で
あ
る
（
九
一
）」と
い
う
循
環
論
法
を
以
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、「
金
銭
と
は
何
か
」「
通
貨
と
は
何
か
」と
い
う
問
題
を「
私
法
上
の
金
銭
の
一
般
理
論
」に
基
づ
い
て
解
明
す
る
と
い
う
目
的
地
に
到
着
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。
因
に
、
金
銭
の
定
義
方
法
と
し
て
、
⑴
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
金
銭
を
問
題
と
す
る
一
般
的
定
義
を
行
う
方
法
と
、
⑵
一
定
の
生
活
領
域
ま
た
は
法
領
域
に
関
連
づ
け
て
定
義
す
る
方
法
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
前
者
の
方
法
で
は
一
般
的
す
ぎ
て
、
定
義
の
実
質
的
内
容
に
多
く
を
期
待
で
き
な
い
の
で
、
私
法
的
問
題
を
論
ず
る
場
合
、
後
者
の
方
法
を
採
用
し
て
、
金
銭
債
務
法
領
域
に
お
け
る
金
銭
の
定
義
づ
け
を
行
う
と
い
う
試
み
も
見
ら
れ
る
（
九
二
）。
法律学から見た「貨幣とは何か」（二）
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し
か
し
、
貨
幣（
金
銭
）を
法
律
学
の
観
点
か
ら
把
握
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
法
理
論
・
法
哲
学
の
観
点
か
ら
一
般
理
論
と
し
て
解
明
し
た
上
で
、
実
定
法
の
各
分
野
ご
と
に
、
各
条
文
の
趣
旨
に
合
わ
せ
た
修
正
・
変
更
を
加
え
て
行
く
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
注（
九
〇
）
森
田
・
注（
一
五
）再
構
築
Ⅲ
二
〇
一
頁
以
下
。
な
お
、
前
掲
注（
五
）（
一
七
）（
一
八
）（
六
六
）（
六
八
）の
Ｎ
Ｂ
Ｌ
の
森
田
論
文
。
Ｎ
Ｂ
Ｌ
の
森
田
論
文
に
対
す
る
疑
問
と
し
て
、
川
地
宏
行「
金
銭
債
務
と
は
何
か
―
外
貨
債
務
論
の
観
点
か
ら
」金
融
法
務
事
情
一
七
〇
二
号（
二
〇
〇
四
年
）二
二
頁
以
下
。
な
お
、
森
田
教
授
の
証
券
の
電
子
化
や
信
用
通
貨
の
捉
え
方
に
対
す
る
私
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
一
五
）。
（
九
〇
ａ
）
森
田
・
注（
一
七
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
一
七
号
二
五
頁
。
（
九
一
）
森
田
・
注（
一
五
）再
構
築
Ⅲ
二
〇
二
頁
。
（
九
二
）
和
田
・
注（
七
）民
商
九
二
巻
六
号
四
〇
頁
以
下
。
な
お
、
久
保
田
・
注（
五
〇
）金
法
一
七
〇
二
号
四
頁
・
九
頁
は
、
マ
ネ
ー
の
法
的
把
握
に
お
い
て
私
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
、
貨
幣
法
に
よ
る
公
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
、
現
代
的
な
貨
幣
法
の
構
築
を
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、「
貨
幣
と
は
何
か
」と
い
う
法
理
的
考
察
が
先
ず
必
要
で
あ
ろ
う
。
一
〇
「
金
銭
と
は
何
か
」と
い
う
問
題
を
解
明
す
る
手
懸
り
を
金
銭
債
務
の
弁
済
と
い
う
局
面
に
求
め
ら
れ
る
森
田
教
授
は
、
法
的
に
金
銭
と
は「
円
」な
ど
の
特
定
の
本
位
の
数
額
と
し
て
示
さ
れ
た
価
値
的
権
能（
支
払
単
位
）で
あ
る
と
し
た
上
で
、
金
銭
債
務
の
弁
済
と
は
債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
価
値
的
権
能
を
移
転
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
金
銭
債
務
を
弁
済
に
よ
り
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
価
値
的
権
能
は「
支
払
単
位（unité
de
paiem
ent
）」と
称
さ
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
（
九
三
）。
そ
し
て
、
支
払
単
位
は
金
銭
債
務
の
弁
済
に
用
い
る
こ
と
が
可
能
な
価
値
で
、
そ
の
数
額
が
実
体
的
に
ト
レ
ー
ス
で
き
る
よ
う
な
形
態
で
存
在
し
、
所
有
の
対
象
と
し
て
法
的
に
帰
属
を
語
り
う
る
よ
う
な
価
値
の
こ
と
で
あ
り
（
九
四
）、
そ
れ
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
値
単
位
に
則
っ
て
評
価
さ
れ
た
価
値
を
目
的
と
す
る
債
務
、
即
ち
金
銭
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
効
力
、
つ
ま
り
債
務
免
責
力
と
い
う
価
値
的
な
権
能
と
さ
れ
る
（
九
五
）。
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要
す
る
に
、
金
銭
債
務
は
一
定
の
支
払
単
位
の
給
付
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
債
務
で
あ
り
、
金
銭
は
金
銭
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
価
値
的
権
能（
支
払
単
位
）を
含
ん
で
い
る
が
故
に
、
債
務
者
か
ら
債
権
者
へ
の
金
銭
の
移
転
に
よ
っ
て
金
銭
債
務
は
消
滅
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
で
は
同
義
反
覆
で
あ
り
、
循
環
論
法
を
展
開
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、「
金
銭
と
は
何
か
」と
い
う
問
に
対
す
る
答
に
な
っ
て
い
な
い
。
支
払
単
位
そ
の
も
の
は
抽
象
的
・
観
念
的
な
価
値
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
移
転
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
価
値
が
、
あ
る
者
に
排
他
的
に
帰
属
し
て
い
る
状
態
を
作
り
出
す
必
要
が
あ
り
、
支
払
単
位
が
組
込
ま
れ
た
通
貨
媒
体
を
通
じ
て
価
値
の
帰
属
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
る
森
田
教
授
は
、
現
金
通
貨
を
金
銭
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
現
金
通
貨
が
表
彰
し
て
い
る
価
値
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
現
金
通
貨
に
は
物
的
側
面
と
価
値
的
側
面
が
あ
る
が
、
後
者
の
価
値
的
側
面
が
金
銭
の
法
的
性
格
を
規
定
し
て
い
る
（
九
六
）と
さ
れ
る
の
で
、
金
銭
と
は
価
値
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
そ
の「
価
値
」と
は
何
か
。
森
田
教
授
は「
価
値
」と
は
法
的
に
何
か
を
積
極
的
に
定
義
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
九
七
）。
現
金
通
貨
に
表
彰
さ
れ
て
、
現
金
通
貨
を
金
銭
た
ら
し
め
て
い
る「
価
値
」を
法
的
に
定
義
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
法
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
れ
ば
、「
金
銭
と
は
何
か
」と
い
う
問
題
を
法
的
に
解
く
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
。
「
価
値
」と
い
う
経
済
学
上
の
概
念
を
法
的
概
念
に
変
換
し
な
い
こ
と
に
は
、
法
的
概
念
と
し
て
の
金
銭
を
解
明
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
森
田
教
授
は
、
こ
の
作
業
を
し
な
い
ま
ま
、
抽
象
的
・
観
念
的
な
価
値
で
あ
る「
支
払
単
位
」の
一
定
の
金
額
ご
と
に「
通
貨
媒
体
」に
組
込
み
、
こ
の
通
貨
媒
体
を
特
定
の
者
か
ら
他
の
者
へ
移
転
す
る
方
法
と
し
て「
通
貨
手
段
」が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
通
貨
媒
体
と
通
貨
手
段
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
各
種
の「
決
済
方
法
」が
編
み
出
さ
れ
て
来
る
と
し
た
上
で
、
通
貨
媒
体
を
①
有
体
物
で
あ
る
現
金
通
貨
と
、
②
無
体
物
で
あ
る
預
金
通
貨
・
電
子
マ
ネ
ー
に
分
け
て「
決
済
方
法
」の
考
察
を
し
よ
う
と
さ
れ
る
（
九
八
）。
結
局
の
と
こ
ろ
、「
金
銭
と
は
何
か
」と
い
う
問
題
は「
決
済
方
法
」の
問
題
に
矮
小
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、「
金
銭
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
の
考
察
を
金
銭
債
務
の
弁
済
の
局
面
か
ら
出
発
す
る
こ
と
の
当
然
の
帰
結
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、「
金
銭
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と
は
何
か
」と
い
う
法
理
論
上
の
問
題
は
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
預
金
通
貨
や
電
子
マ
ネ
ー
と
い
う
決
済
手
段
に
す
ぎ
な
い
も
の
ま
で
も
金
銭
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
注（
九
三
）
森
田
・
注（
一
五
）再
構
築
Ⅲ
二
〇
二
頁
。
（
九
四
）
森
田
・
注（
一
七
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
一
七
号
二
四
頁
。
（
九
五
）
森
田
・
注（
一
七
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
一
七
号
二
五
頁
。
（
九
六
）
森
田
・
注（
一
五
）再
構
築
Ⅲ
二
〇
二
頁
。
（
九
七
）
森
田
・
注（
一
七
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
一
七
号
二
五
頁
以
下
。
（
九
八
）
森
田
・
注（
一
五
）再
構
築
Ⅲ
二
〇
二
頁
以
下
、
同
・
注（
一
七
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
一
七
号
二
八
頁
以
下
、
同
・
注（
六
六
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
一
九
号
三
〇
頁
以
下
、
同
・
注（
一
八
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
二
二
号
三
三
頁
以
下
、
同
・
注（
六
八
）Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
二
六
号
四
八
頁
以
下
。
因
に
、
通
貨
は
価
値
尺
度
で
あ
り
、
債
務
の
履
行
手
段
で
あ
る
と
い
う
機
能
を
前
提
と
し
て
、
通
貨
の
法
的
概
念
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
牧
瀬
博
士
は
、
通
貨
は
通
貨
単
位
と
通
貨
手
段
と
い
う
二
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
説
か
れ
る﹇
牧
瀬
・
注（
五
）三
八
頁
以
下
﹈。
一
一
公
的
・
国
家
的
な
視
点
と
私
的
・
市
場
的
な
視
点
を
結
合
さ
せ
て
考
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
金
銭
の
特
質
や
、
金
銭
、
言
語
、
法
の
共
通
性
な
ど
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
租
税
法
学
の
中
里
教
授
は
、「
貨
幣
の
本
質
は
、
将
来
の
任
意
の
時
期
に
、
任
意
の
人
と
の
間
で
、
任
意
の
実
物
資
産
と
交
換
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
権
で
あ
り
、
こ
の
金
銭
の
オ
プ
シ
ョ
ン
の
価
値
は
、
金
銭
に
法
律
に
よ
っ
て
強
制
通
用
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
終
局
的
に
は
、
人
々
の
間
の
暗
黙
の
合
意（
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
）に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」と
さ
れ
る
（
九
八
ａ
）。
そ
の
表
現
の
仕
方
は
私
見
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
貨
幣
の
法
的
本
質
に
関
す
る
内
容
は
、
大
旨
、
私
見
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
オ
プ
シ
ョ
ン
権
」と
さ
れ
る
点
は
賛
成
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
権＝
新
株
予
約
権（
会
二
条
二
十
一
号
二
三
六
条
以
下
）を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、「
オ
プ
シ
ョ
ン
権
」は
形
成
権
で
あ
り
、
交
換
相
手
の
意
思
如
何
を
問
わ
ず
に
一
方
的
に
意
思
表
示
の
効
果
を
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発
生
さ
せ
る
権
利
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
貨
幣
の
本
質
は
、
自
分
が
欲
し
い
商
品
の
所
有
者
と
の
間
に
契
約
が
成
立
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
商
品
の
給
付
請
求
権＝
具
体
的
な
債
権
に
で
も
な
り
う
る
万
能
債
権
と
考
え
る
方
が
適
切
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
注（
九
八
ａ
）
中
里
実「
法
・
言
語
・
貨
幣
―
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
の
観
点
か
ら
の
研
究
ノ
ー
ト
」金
融
研
究
二
三
巻
・
法
律
特
集
号（
二
〇
〇
四
年
）一
七
九
頁
・
一
八
六
頁
・
一
八
七
頁
。
﹇
未
完
﹈
追
記
政
府
は
二
〇
一
六
年
三
月
四
日
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
仮
想
通
貨
を
扱
う
交
換
業
者
を
規
制
す
る
た
め
に
、
資
金
決
済
法
の
改
正
案
を
国
会
に
提
出
し
た
。
電
子
的
な
決
済
手
段
の
う
ち
、
既
存
の
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
仮
想
通
貨
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
こ
れ
は
通
貨（
お
か
ね
）で
は
な
く
、「
財
産
的
価
値
」と
位
置
づ
け
、
仮
想
通
貨
と
現
金
を
交
換
す
る
業
者
を
登
録
制
に
し
、
金
融
庁
が
監
督
す
る
こ
と
に
し
て
い
る（
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
三
月
五
日
・
西
部
本
社
一
三
版
八
面
。
な
お
、
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
三
月
二
二
日
・
西
部
本
社
一
三
版
二
面
）。我
国
で
は
、デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ー
を
貨
幣
の
現
象
形
態
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
時
期
尚
早
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
法律学から見た「貨幣とは何か」（二）
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